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面積は950m2 (1階 :484m2､2階 :466
m2) です｡本施設の特徴を大きく3つにまとめてみ
ますと､
第1に､本施設は農学部と薬学部が共同して利用
する建物であり､全国でも類のないものと思われま
す｡
第2に､本施設は全体の面積が小さいながらも施
設としての機能が発揮できるような構造になってい
ます｡室数は大小合わせて30あります｡
第3に､本施設は動物の種類､特性によって飼育
実験室を1階と2階に分けて配置しています｡すな
わち､山羊,緬羊,豚などの家畜､鶏,ウズラなどの
家禽､ヌートリアなどの野生動物は 1階に､マウ
ス,ラット,ウサギなどの実験用小動物は2階に飼
育 ･実験室を設けています｡
このように､本施設では良質な実験動物の生産と
精度の高い動物実験を行うことが可能になってお
り､今後､動物研究や学生教育に大きな成果があが
るものと期待しています｡しかし､本施設は省令施
設ではないので､施設の維持管理､運営に当たって
多くの問題を抱えております｡施設の利用者や学内
構成員の協力を得て､施設が円滑に､かつ効率良く
運営､利用されるよう努力する必要性を感じており
ます｡
最近､科学技術会議から諮問第24号 ｢ライフサ
イエンスに関する研究開発基本計画について｣の答
申 (平成9年7月28日付)が出されています｡そ
の中でライフサイエンスの研究開発の推進にとって
不可欠な実験動植物の開発 ･保存 ･供給体制の整備
を図ることの重要性が強調されています｡ライフサ
イエンス研究の進展にとって実験動物､動物実験の
果たす役割が今後益々大きくなってくるものとみら
れます｡
岡山実験動物研究会は今後も地域性を生かした活
動を展開するとともに､実験動物に関係する学会や
各地の実験動物研究会との情報交換を積極的に進め
て行 く所存ですので､今後とも会員皆様方のご指
導､ご援助を心よりお願い申し上げます｡
